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は じ め に

令和４年第１回倶知安町議会定例会にあたり、私の町政に対

する所信を申し上げます。

本年は私の町長任期として実質最終年となります。町長就任

以来、「暮らしにまごころ 未来に責任」をもって、「いつの

時代（とき）でも『ここがふるさと』と誇れる町」を町民のみ

なさんとともに築いていきたい、との大きな目標を掲げ、町政

を運営してまいりました。

この３年間、職員とともに町の未来のために業務に邁進して

まいりましたが、私自身、あらためて初心にかえり、１年間、

しっかり踏ん張る覚悟であります。

国内で初めて、新型コロナウイルスの感染者が確認されてか

ら２年が経過しました。その間、流行の波を繰り返し、私たち

の日常は大きく様変わりしております。こうした中、町民の皆

様に感染対策の徹底をお願いするとともに、感染や重症化を予

防する効果が期待されるワクチンを希望するすべての人が接種

できるよう全力を挙げて取り組んでまいりました。

いまだ終息の見通しが立たない状況ではありますが、感染対

策、社会経済対策を進めるとともに、コロナ後の新しい社会を

見据え、根気強く取り組んでまいります。また、新幹線や高速

道路の整備を控え、世界に誇れる国際リゾートに向け成長を続

ける倶知安の活力ある発展に全力を注いでまいります。

以下、令和４年度の町政執行にあたり、私の基本姿勢と重点

施策について申し上げます。
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基 本 姿 勢

本年度の町政運営に対する私の基本姿勢について申し上げま

す。

令和２年４月にスタートした『第６次倶知安町総合計画』に

おいて、町の姿（将来像）として掲げたテーマ「いつまでも住

み続けたい町“くっちゃん”」を基本として、昨年度に引き続

き各種事務事業の推進に取り組んでまいります。

また、地方創生にかかる『倶知安町人口ビジョン』及び『第

２期俱知安町まち・ひと・しごと創生総合戦略』で掲げました、

人口減少の抑制と地方創生に特化した施策として、多文化共生

の国際リゾート地という特色を活かして、さまざまな生活環境

づくりを展開し、住民の福祉増進に取り組むほか、アフターコ

ロナの社会情勢の変化を見通し、多様性に対応する魅力あるま

ちづくりを展開するなど、各施策にしっかりと取り組み、総合

戦略の目標を達成してまいります。

令和３年５月、町の新しいシンボルとして役場新庁舎が完成

し、新たな気持ちで町民に向き合う形でスタートしました。

倶知安町は、国際リゾート、北海道新幹線倶知安駅開業、高

速道路の高速交通ネットワーク整備など将来のまちづくりに向

けて大きな追い風を受けています。一方で、人口減少に起因す

る社会構造の変化など、先が見えない大きな不安を感じており

ます。将来の町全体の姿がどうあるべきか、しっかりと考えな

ければなりません。

持続可能な自治体運営をこころがけ、未来の子どもたちにつ

なげるまちづくりを強く進めてまいります。
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重 点 施 策

次に、本年度のまちづくりの重点施策について申し上げます。

１．国際リゾート地にふさわしいまちづくり

令和４年秋に施行を予定している倶知安町景観計画に基づき、

羊蹄山やニセコ連峰への眺望に配慮した、建築や開発の誘導を

図るとともに、町民の誇りと愛着を育む景観づくりの輪を広げ

ていくため、町内で取り組まれている様々な景観まちづくりに

つながる活動について、支援等を行ってまいります。

さらに計画の運用にあたり、概要版や手引きを作成し、基準

に対する共通の認識のもと、円滑な届出や申請及び審査が図ら

れるよう、対応してまいります。

また、自然環境と調和し、かつ、質の高い国際リゾート地を

目指すために、景観地区のルール見直しや準都市計画区域の拡

大についても、引き続き地域住民や関係者のご意見等を伺いな

がら検討を重ねてまいります。

２．地域の子ども・子育て子育ち支援の充実

国内における少子化の進展は深刻であり、本町においても例

外ではありません。

子育てに不安を抱く世帯への支援なども重要な取り組みとな

っており、社会全体で子育て子育ちを支援してまいります。

これまで、土曜保育の実施、町内の保育士・保育教諭確保の
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ため、保育人材確保一時金給付事業、保育士等奨学金返還支援

事業の創設、子育て団体との協働など新たな事業を展開してま

いりました。

本年度は、子ども・保護者・地域住民が同じ方向を向いた「育

ち・育てるためのシナリオ」として、“くっちゃん子条例”を

制定いたします。

３．観光インフラ、観光人材の整備

スキー場を中心とするエリアでは、機能の最適配置を行い、

国際的競争力の強化をすすめてまいります。

ひらふスキー場第１駐車場につきましては、「シンボルゲー

ト」として再整備することにより、狭隘化と安全対策を解決し、

広場・交流空間の形成を目指します。

昨年度は、再整備手法の調査を実施し、PPPによる民間活力の

導入が有効であるとの結果が出たことから、引き続き本年度は、

PPP／PFIに向けた公開型サウンディングを行いつつ、公募条件

の絞り込みや民間提案の内容の精査を行ってまいります。

また、本町における観光の旗振り役を担う地域DMO（倶知安観

光協会）と連携して、観光サービスへのデジタル技術の活用や

グリーンシーズンコンテンツの強化、アフターコロナを見据え

た観光振興事業を行うほか、地域DMOの組織体制強化を進めてま

いります。
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４．新幹線開業に向けた着実なまちづくり

2030年度末の北海道新幹線倶知安駅開業に向け、新駅周辺の

整備に向けた取り組みを着実に進め、国際リゾート地の玄関口

にふさわしい駅と新駅周辺を含めた新たな賑わい創出につなが

るまちづくりを進めてまいります。

本年度は、新駅西口駅前広場や駐車場、アクセスルートに関

し、必要な規模・配置等の具体的な検討を進め、事業推進のた

めに必要な基本設計図の作成、概算工事費の算出などを行いま

す。

また、本町が新駅と一体的に整備する予定の都市施設につき

まして、昨年度までの検討結果を踏まえ、鉄道・運輸機構と協

議・調整を行いながら、基本設計を進めてまいります。

新駅周辺を含めた新たな賑わい創出につきましては、倶知安

商工会議所・まちづくり会社準備室より、倶知安駅周辺のまち

づくりに対する提案書の提出がありましたので、その内容を踏

まえ、本町としての取り組みを十分に検討したうえで、商工会

議所をはじめ、関係機関と連携を強化し取り進めてまいります。

５．倶知安らしい魅力を備えた住生活

高齢者向けの住宅につきましては、昨年度、地域優良賃貸住

宅制度を活用するため、制度要領等を制定し事業者を公募しま

したが、コロナ禍による影響などもあり、参画事業者を得るこ

とは出来ませんでした。本年度も引き続き事業者の公募を行う
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とともに、新たに町有地の提供を視野に入れながら、高齢者向

け住宅の確保を進めてまいります。

子育て世帯向けの住宅につきましては、移住・定住対策の一

環として、旧みなみ保育所の敷地を宅地分譲地として整備する

ため、本年度は、宅地分譲設計業務委託事業を実施し、令和５

年度の分譲開始に向け事業を進めてまいります。

公営住宅につきましては、「倶知安町公営住宅等長寿命化計

画」に基づき、適切な維持管理に努め、本年度は、ノースパー

クタウン冬棟の改善工事を行います。

また、南６条団地につきましては、現在地における建替えの

ほか、敷地の一部を活用した宅地分譲の可能性についても合わ

せて検討するため、基本計画の策定及び測量業務を行います。

くっちゃん型住宅の普及促進につきましては、引き続き住宅

建設に対して助成をし、多雪・寒冷の気候に適した住宅・居住

環境の形成を進めるほか、既存住宅の有効活用策として、各種

定住化のための住宅改修補助、住み替え支援事業補助など、引

き続き行ってまいります。

６．誰もが（観光客であっても）安心できる医療体制の整備

公的医療機関である倶知安厚生病院は、地域医療確保のため

の重要な役割を担っています。その機能を十分に発揮できるよ

うに、産婦人科医師確保対策、救急医療等体制整備に係る費用

について、羊蹄山麓町村とともに引き続き支援してまいります。
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また、倶知安厚生病院第２期整備が本年度より工事着工とな

り、関係自治体との協議結果に基づき本町負担割合分について

予算計上しました。今後においても、より一層連携を深め、地

域医療を守るための取り組みを進めてまいります。

以上、６点を本年度の重点施策のなかでも、特に重要度の高

いものとして掲げさせていただきましたが、これらの他にも、

第６次総合計画に基づき、いつまでも住み続けたい町“くっちゃ

ん”を目指し各施策を取り進めてまいります。
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予算編成の大綱

政府予算案の一般会計における歳入は、新型コロナウイルス

感染症による影響から経済社会活動が徐々に正常化に向かう中

で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、景気が持ち直

していくことが期待されるとして、国税収入を65兆２千億円と、

昨年度に比べ増収を見込む一方、国債発行額は36兆９千億円（対

前年比６兆７千億円減）となり、令和３年度補正予算と、令和

４年度当初予算を一体として編成し、総額107兆６千億円とされ

たところであります。

歳出につきましては、新型コロナウイルス感染症への対応に

万全を期すとともに、コロナ後の新しい社会を見据え、成長と

分配の好循環による、新しい資本主義の実現に向けた取り組み

を進める一方、地方交付税総額は、地方における社会保障関係

費の増額が見込まれる中であっても行政サービスを安定的に提

供しつつ、地域社会のデジタル化や公共施設の脱炭素化の推進、

消防・防災力の一層の強化などの重要課題に取り組めるよう、

昨年度より6,153億円増の18兆１千億円とされたところであり

ます。

本町におきましては、歳入の柱となる町税は、固定資産税で

３億6,530万円の増額となります。固定資産税につきましては、

昨年度、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し減免措置が

取られた事業用家屋、償却資産課税が通常の課税となるほか、
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新築家屋課税分の増額を見込んでおります。

個人町民税につきましては、わずかに増額と見込むほか、法

人町民税は、新型コロナウイルスの影響から減額を見込み、町

民税で1,157万７千円の減、宿泊税は8,600万円の収入を見込む

など、町税全体で、対前年度比３億7,490万８千円増の32億8,161

万円を積算計上いたしました。

一方、地方交付税は、臨時財政対策債発行可能額の大幅な抑

制、基準財政需要額において、『地域デジタル社会推進費』な

ど、個別算定経費及び包括算定経費の増額により、普通交付税

で5,900万円の増を、特別交付税は、地域おこし協力隊の増員分

経費を上乗せし、3,500万円の増加をそれぞれ見込み、総額で20

億8,000万円を積算計上いたしました。

地方債につきましては、実質公債費比率や地方債残高を注視

しつつ、道路改良事業、公営住宅長寿命化事業などに充てる地

方債と臨時財政対策債を含め、対前年比で、４億6,590万円減の

７億7,730万円といたしました。

そのほかの各歳入につきましては、前年度の実績などを勘案

しつつ、慎重に推計し過大積算とならないよう予算計上いたし

ましたが、財政健全化基金４億1,600万円を費消し財源不足を補

うことといたしました。

歳出では、倶知安厚生病院第２期改築整備負担金、北７条通

街路事業、公営住宅長寿命化事業、公共施設の修繕事業などの

投資的事業が増加しております。
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そのほか、過去の実績も十分に見極め積算しましたが、物件

費や施設管理費などの経常経費につきましては、労務単価の上

昇により委託料が、また、石油価格の上昇により燃料費及び光

熱水費が増加傾向となっております。このような状況ではあり

ますが、最少の経費で最大の効果を求める視点で、各事業の緊

急性・重要性・優先度を判断し、歳出予算を組み上げました。

その結果、一般会計で、前年度当初予算を５億3,300万円下回

る総額98億6,400万円の予算規模となりました。

以上、予算編成の概要について申し述べました。
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まちづくりの基本目標と分野別施策・事業

『第６次倶知安町総合計画』基本目標に従い、分野ごとの主

な施策・事業のポイントについて申し上げます。なお、各施策

事業につきましては、後段に主要事業一覧として掲載させてい

ただきましたので、ご参照ください。

１．くっちゃんで暮らす幸せを感じる

○安心して子育て子育ちができるまちにする

（１）出産・育児・子育て子育ち

令和元年度に策定した「第２期倶知安町子どもプラン」

に基づき、基本理念である「すべての子どもが明るく健や

かに成長できるまち 倶知安」を実現するため、子ども・

子育て支援事業の充実を進めます。

母子保健対策につきましては、妊娠期から子育て期まで

安心して子育てができるよう相談機能の充実、関係機関と

の連携を図り、切れ目のない支援体制を整備します。

また、妊産婦健康診査とすべての新生児を対象とした新

生児聴覚検査費用の一部助成を引き続き実施し、出産時の

経済的負担を軽減いたします。

子育て環境では、保護者の疾病やその他の理由により家

庭において、子どもを養育することが一時的に困難となっ

た場合等に、児童養護施設や里親において一定期間、養育
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・保護を行う、子育て短期支援事業を実施します。

乳幼児保育、幼児教育につきましては、保育所等を利用

する第２子以降の３歳児未満の保育料を無償化することに

より、子育て世帯の経済的負担を軽減し、安心して子ども

を産み育てることができる環境づくりを推進します。

くっちゃん保育所ぬくぬくと、町内の認定こども園が連

携して、待機児童の解消及び保育・幼児教育の質の向上に、

引き続き取り組むほか、保育士等の確保対策では、保育人

材確保一時金給付事業、保育士等奨学金返済支援事業を継

続して実施します。

また、放課後児童クラブは、更なるクラブのスペース確

保と児童支援員の増員など体制を整え、引き続き希望者全

員の受け入れが出来るように取り組んでまいります。

（２）教育（学校教育・社会教育）

令和２年５月に定めた「倶知安町教育大綱」及び、第６

次倶知安町総合計画に謳われているめざす町の姿を見据え、

教育委員会と連携を密にしながら、教育施策の取り組みを

支援してまいります。

学校教育につきましては、国が進めるGIGAスクールネッ

トワーク構想の実現のため、GIGAスクールサポーターとICT

支援員を配置します。

英語教育につきましては、引き続き、小学校では、町費
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専科教員による質の高い授業を継続するほか、中学校では

サポートティーチャーを配置し、英語教員の技能向上に引

き続き取り組み、小学校と中学校における英語教育に切れ

目なく取り組んでまいります。

特別支援教育につきましては、学習支援員を昨年度より

１名増員し、15名体制とするほか、引き続き、早期支援コー

ディネーターを配置し、円滑な就学に向けた体制を整備し

てまいります。

社会教育では、子どもからお年寄りまで、幅広い世代で

利用されている町営プールの建替えについて、現在、教育

委員会において策定中の基本構想、そして次のステップと

なる基本計画策定に向け、連携を密にしながら、建設計画

を進めてまいります。

○誰もが長く働き続けられるまちにする

（１）産業（農業・商工業）

本町の基幹産業である農業の発展のために継続的な支援

を実施します。

本町の農業にとっては、基幹作物である馬鈴薯を守り育

てることが最重要であり、種子馬鈴薯の供給が途絶えるこ

ととなれば、基幹作物を失うことにつながります。「くっ

ちゃんじゃが」ブランド存続のため、種子馬鈴薯生産補助

を実施するほか、生食馬鈴薯の生産性を著しく阻害する
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ジャガイモシストセンチュウ予防対策として実施する土壌

消毒剤の購入助成は、予算を上回る要望があることから、

昨年度よりも予算額を増額し助成します。

また、全ての農業生産の基礎となる豊かな土壌資源作り、

生産性向上を図るため、施肥体系転換推進事業（土壌分析、

堆肥投入）を継続し、持続可能な農業に向けた取り組みを

進めてまいります。

農業後継者・担い手対策につきましては、農業就業人口

の減少や高齢化等により農業の担い手が不足しているため、

継続的な支援により農業後継者の確保に取り組まなければ

なりません。引き続き、農業経営体の世代交代や新規就農

者への支援など、担い手確保に取り組んでまいります。

有害鳥獣対策につきましては、アライグマ等小動物の捕

獲頭数が増加しており、農業被害の防止等を図るため、引

き続き北海道猟友会倶知安支部倶知安部会に有害鳥獣駆除

を委託するほか、倶知安町鳥獣被害防止協議会が実施する

鳥獣被害防止対策事業に要する経費について助成いたしま

す。また、被害防止器具の購入等に係る経費の一部、猟銃

免許取得に対する経費の一部について補助を行い、農業被

害の軽減を進めてまいります。

農業基盤につきましては、国の農地耕作条件改善事業を

活用した「倶知安２地区暗渠排水整備事業」を実施するこ

とで、土壌排水の改善により収穫量の増加を図るとともに、
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将来の担い手へ安心して農地を引き継げることができるよ

う整備を行ってまいります。また、町管理排水路等の機能

維持のため、清掃を行うなど適正な維持管理に努めてまい

ります。

次に、商工業につきましては、新型コロナウイルスの感

染拡大により、国や地域を超え、経済や社会など幅広い分

野で大きな影響を受けています。本町においても国や道の

支援に加え、町独自での支援策を講じてまいりましたが、

入国制限によるインバウンド需要の蒸発や相次ぐ緊急事態

宣言による営業時間の短縮などにより、飲食業を中心に影

響は長期化しており、コロナ前の水準に戻る見通しは立っ

ておりません。

本年度も引き続き、国の臨時交付金などを活用し、持続

化支援事業、小規模事業者持続化サポート補助事業、事業

再構築サポート補助事業を実施し、中小企業の支援に取り

組んでまいります。

また、消費者の購買意欲拡大による地域経済及び商店街

の活性化を図るため、倶知安商店連合会が実施するプレミ

アム商品券発行事業に対して、増額助成してまいります。

あわせて中心商店街の空き店舗対策として、家賃の補助

などを行っておりますが、本年度は、制度の見直しを行い

「商店街団体の共同施設」に限定していた改装費への補助

を「小売商業店舗」にも適用を拡大し、活力ある商工業の
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実現につなげてまいります。

また、倶知安商工会議所が実施する新規創業の相談など

に応じるワンストップ相談窓口業務の充実、小規模事業者

への指導サービスの強化を図るため、これらの活動を支援

し、中小企業の経営体質強化と経営安定に努めてまいりま

す。

地域に根差す中小企業が活力を発揮できるよう、町内の

経済団体等と連携しながら各種支援を実施します。

○健康で笑顔があふれるまちにする

（１）医療・保健

本町の医療体制は、公的医療機関である倶知安厚生病院

のほか、多数の個人医院や歯科医院などの連携により支え

られています。

倶知安厚生病院の救急医療体制につきましては、常勤医

師の確保を図るため補助するとともに、小樽市を除く後志

管内において、唯一出産の出来る病院であることから、周

産期医療等に対する体制の整備・充実のため、引き続き羊

蹄山麓７町村で連携協力して、財政支援を行ってまいりま

す。

新型コロナウイルスワクチン３回目の接種につきまして

は、昨年１２月から医療従事者、本年２月から一般の接種

が始まりました。医療機関との連携に努めながら、希望す
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る方全てが早期に接種できるように取り進めてまいります。

健康増進対策につきましては、各種健診の受診勧奨、料

金助成、検診無料クーポン券及び健康手帳の配布を行い、

健診結果による保健指導、栄養指導を実施し、生活習慣病

の発症・重症化を防ぐための取り組みを引き続き行ってま

いります。

乳幼児健診では、主に３歳児健診に「スポットビジョン

スクリーナー」を新たに導入することにより、弱視等の早

期発見・早期治療につなげられるよう支援してまいります。

また、乳幼児の健全な発育を支援するため、各月・年齢

期の健康診査や関係機関と連携した事後支援などを引き続

き実施してまいります。

予防対策では、感染症の発症及び蔓延を防ぐため、対象

者への周知及び接種の勧奨を行うほか、Hibワクチン・肺炎

球菌ワクチン・子宮頸がんワクチンなどの予防接種法に基

づく定期接種費用について、全額助成をしてまいります。

子どもの健康の保持と福祉の増進を図るために実施して

いる、中学生までの医療費無料化につきましては、引き続

き実施し、幼児から児童・生徒までの健康管理と保護者の

経済的負担軽減に取り組んでまいります。

国民健康保険につきましては、北海道より標準保険税率

等が示されたことを踏まえ、国民健康保険税率の現状維持、

課税限度額を据え置くこととし、新たに未就学児の均等割
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額の軽減を講じることとしております。

（２）高齢者・障がい者福祉

令和４年度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、後

期高齢者の医療費の増嵩が見込まれることから、令和４年

10月１日から一定所得以上の後期高齢者の窓口負担割合が

２割となります。

なお、そのうち重度の障がいをお持ちの方につきまして

は、従来どおり１割となるよう予算計上いたしました。

窓口負担割合の見直しにつきましては、周知方法など北

海道後期高齢者広域連合や北海道と連携を密にし、混乱の

無いよう取り組んでまいります。

本町では、「第８期倶知安町高齢者保健福祉計画」のも

と、地域包括ケアシステムの実現に向けて、認知症サポー

ターの養成、サロン活動の開催、介護予防サービスの充実

を図ることなど、認知症高齢者を地域で支える仕組みづく

りに取り組んでまいります。

障がい者施策では、誰もが住み慣れたそれぞれの家庭・

地域で、年齢や性別、障がいの有無にかかわらず社会参加

でき、いきいきと豊かで自立した生活を送ることができる

地域共生社会を実現するため、地域や関係団体、関係機関

と連携して支援し、安心して自立した日常生活が送れるよ

う各種施策に取り組んでまいります。
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（３）健康づくり・スポーツ・生涯学習

町民一人ひとりが、生涯にわたり学習やスポーツ、文化、

芸術を通して、自己実現や生きがいを持つことができるよ

う、令和２年度からスタートした「倶知安町社会教育中期

行政計画」に基づいて取り組む事業を支援してまいります。

図書室につきましては、現在の施設に対して利用のしづ

らさや図書館の建設を求める声が多く寄せられております

が、環境を改善するには、もう少し時間がかかるものと考

えております。本年度は、電子図書館を導入し利用者サー

ビスの向上に努めてまいります。

本年は、スキーを町技として定めた「スキーの町」を宣

言してから50周年を迎えます。

町技であるスキーの普及振興を図るため、引き続き町内

の小中学生以下を対象に、町民に身近なスキー場として子

どもたちが利用しやすい旭ケ丘スキー場のリフト料金を無

料とするほか、町内の小中学生に町内スノーリゾートシー

ズン券を配布し、町技であるスキーの普及を進めます。

2030年冬季オリンピック・パラリンピック札幌招致活動

につきましては、スキーの町のレガシーとして、次世代の

町技振興や世界に誇れる国際リゾートを育むため、実現に

向け引き続き北海道及び札幌市と連携してまいります。
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（４）歴史・文化の伝承

地域の歴史や文化を後世に伝えるために、貴重な美術品、

文化資料の適切な保存と管理を行い、町の文化・歴史を次

世代に継承するとともに、展示方法や企画展示など工夫を

施し、各施設を利用した学習活動の拡充に努めてまいりま

す。

また、倶知安町指定無形民俗文化財『羊蹄太鼓』は、地

域の伝統文化として羊蹄太鼓保存会が保存・継承活動をし

ておりますが、その活動に際して和太鼓の数量に不足をき

たし、演奏活動や文化交流、さらには講座並びに練習など

に支障があることから、令和３年度に引き続き和太鼓を購

入し、保存会の活動を支援してまいります。

○帰ってきたくなる故郷（まち）にする

（１）自然環境保全

森林の整備に当たっては、「倶知安町森林整備計画」に基

づき、森林が有する多面的機能を総合的かつ高度に発揮さ

せるため、健全な森林資源の維持造成を推進してまいりま

す。

町有林の整備につきましては、森林環境保全整備事業を

活用し、伐採する時期を迎えた山梨地区において更新伐を、

昨年伐採した峠下地区では樹下植栽などを実施いたします。

また、旭ケ丘保健保安林は、保健休養及び生活環境保全の
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場として町民に広く利用されており、引き続き適正な維持

管理を進めます。

民有林につきましては、伐採後の着実な植林を確保する

ため、豊かな森づくり事業を継続的に実施し、森林資源の

循環利用と林業の再生が促進されるように努めてまいりま

す。

また、森林環境譲与税は、間伐等の森林整備、担い手の

確保、木材利用の促進や普及啓発等の事業に活用してまい

ります。

（２）ごみ処理・再生エネルギー

本町の廃棄物処理は、「一般廃棄物処理基本計画」に基

づき、町民の皆様のご協力のもと、循環型社会の形成に向

けたごみの減量化、資源化及び適正処理の推進を積極的に

努めてきました。

その基本計画は本年度が最終年度となるため、次期計画

の策定作業を進めてまいります。また、本年 10 月開始を目

指し、衛生ごみの指定専用袋化を行うほか、適正に処理業

務ができるよう、昨年度導入した「ごみ分別アプリ」や冊

子など様々な手法を駆使しながら、引き続きごみ分別ルー

ルを周知徹底し、環境負荷の少ない循環型の地域づくりを

進めていきます。

国や道は、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体とし
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てゼロにする、2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会

の実現を目指すと宣言しました。本町におきましても、地

方公共団体として何ができるか、国や他の自治体の取り組

みなどについて情報収集し、地域の脱炭素社会の実現に向

け、調査、検討してまいります。

（３）衛生

下水道整備区域外の専用住宅における合併処理浄化槽の

設置を計画的に支援し、生活排水による公共用水域の水質

汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に努め

ます。

また、浄化槽の汚泥処理施設となる羊蹄衛生センターは、

老朽化が著しいことから施設の更新に向け検討を進めてお

り、本年度は、施設更新のため必要となる「循環型社会形

成推進地域計画」を策定します。新たな施設の稼働に向け、

羊蹄山麓環境衛生組合構成町村と連携し、検討してまいり

ます。

倶知安斎場につきましては、火葬件数の増加により修繕

が必要となる箇所が指摘されていることから、安全かつ適

正な火葬業務が行えるよう、維持管理に努めてまいります。

また、昨年度実施した旭ヶ丘霊苑の階段修繕につきまし

ては、正面階段に引き続き東側部分の改修を行います。
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（４）協働によるまちづくり

地域おこし協力隊は、都市地域から移住して、地域ブラ

ンドや地場産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、

住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域

への定住・定着を図る取り組みです。本町におきましては、

現在２名の隊員が観光業支援の活動を行っております。

本年度は、地域おこし協力隊の採用を増やし、７名の隊

員が活動できるよう予算計上しました。意欲ある隊員が、

町内の様々な分野で地域おこしの担い手として活躍いただ

き、定住につながっていくよう期待しているところです。

（５）行財政運営

本町では、新幹線開業に向けた新駅周辺施設の整備や観

光客の受入体制の整備、地域医療確保のため倶知安厚生病

院第２期整備への財政支援、大型事業実施による公債費の

増加など、財政の硬直化が進んでおります。引き続き、中

・長期的な視野に立ち、持続可能な財政運営に努めてまい

ります。

また、自主財源確保の一翼として、倶知安を応援してい

ただく、ふるさと納税が重要な役割を担います。これまで

受付サイトの拡大や広告の展開、返礼品の充実などにより、

全国各地からたくさんのご寄附をいただきました。引き続

き、本町をたくさんの方から応援していただくため、クラ
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ウドファンディングの取り組みや、魅力ある情報発信など

に取り組んでまいります。

新たな財源として、令和元年度より施行となった宿泊税

を有効に活用するとともに、地方交付税に影響を与えない

法定外税の新設検討や遊休町有地の有効活用などの取り組

みに努めてまいります。

公共施設の管理につきましては、平成28年度に「倶知安

町公共施設等総合管理計画」を策定しましたが、この計画

に基づき、各施設において個別施設計画の策定を進めてい

るため、その状況を踏まえ同計画を改訂し、引き続き公共

施設の適正な維持管理に努めてまいります。

デジタル化の推進につきましては、国において「自治体

DX推進計画を策定し、非常に短期間で全国の自治体のDX化

を強力に進めることとしています。この計画におきまして

は、自治体情報システムの標準化・共通化、マイナンバー

カードの普及促進、自治体の行政手続のオンライン化など

の重点取組事項が掲げられており、本町は「倶知安町DX推

進プロジェクトチーム」を設置し、全庁横断的な対応によ

り自治体業務のデジタル化を推進することといたしました。

本年度は、自治体情報システムの標準化・共通化に関す

る対応、行政手続のオンライン化に伴う対応を取り進める

ほか、役場窓口等における住民の利便性向上につながる

キャッシュレス決済の導入を進め、行政サービスの更なる
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向上に努めてまいります。

また、行政手続きにおける押印の見直しにつきまして

は、新型コロナウイルス感染拡大の防止、デジタル時代を

見据えたデジタルガバメントの実現、また町民の負担軽

減、利便性向上が図られることから、本年４月から申請書

等の押印の約９割を廃止することといたします。

○住みたくなる都市（まち）にする

（１）建設

町道整備につきましては、交通量や交通動態を勘案し、

東３号豊岡線道路改良工事を継続実施するほか東２丁目通

道路改良工事、西３丁目南通歩道造成工事を実施いたしま

す。

また、児童・生徒の登下校時の通学路危険箇所の安全対

策としては、引き続き、通学路線の区画線塗装を実施いた

します。

橋梁につきましては、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、

引き続き、北９線１・２号橋修繕工事を実施いたします。

また、修繕の必要性が認められている倶登山橋及び東３号

橋につきましては、詳細設計を行い修繕工事を実施してま

いります。

除雪対策につきましては、本町が抱える最重要課題であ

り、町民生活路線の確保と、除雪体制の維持・強化を図る
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ため、民間委託、私道等除排雪補助を含め、所要の事業予

算を確保いたしました。

流雪溝につきましては、設備の老朽化が進んでいること

から、国・道・町の共用施設である取水ポンプの更新工事

を実施するなど、適切な保守管理に努めてまいります。

また、倶知安町みんなで親しむ雪条例の規定に基づき策

定された「第２次雪対策基本計画」の期間満了に伴い、第

３次計画の策定を行います。

河川管理事業につきましては、親爺川の護岸裏の浸食に

よる陥没及び、民地との境界付近での流水も確認されてい

ることから、修繕工事を実施するほか、普通河川の伐開、

清掃業務を行い、河川施設の維持管理に努めてまいります。

（２）都市計画

都市計画道路につきましては、新幹線新駅周辺整備に関

連して、西２丁目通の都市計画道路を西３丁目通へ振替え

ることとし、駅前広場と併せて一体的に整備することで、

公共交通の結節点となる新駅へのアクセスルートとして、

また、来訪客や住民にとって歩きやすい空間や環境の整備

を目指し計画を進めてまいります。

本年度は、都市計画変更の手続きに必要となる道路図面

などの資料作成や、そのための測量を実施します。

平成28年度に都市計画事業認可を取得した、北７条通街
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路事業につきましては、引き続き道路改良工事を実施する

ほか、用地取得及び物件補償を進めてまいります。

（３）上水道・下水道

上水道事業につきましては、水質検査計画に基づき、365

日末端給水管の残留塩素測定を実施するなど、清浄で安全

な水を安定供給してまいります。

近年リゾート開発が急激に進む山田地区におきましては、

給水量増加への対応及び安定供給のため、令和２年度から

新規の水源調査を行っていたところ、昨年、不足分の水量

を賄える井戸が見つかったところです。

本年度は、その井戸を比羅夫６号井戸として整備を行い、

今後整備予定の比羅夫浄水場の新設や送配水管の増設に向

けた実施設計にも着手いたします。

市街地及び郊外地区におきましては、老朽配水管対策及

び北海道新幹線建設、国道５号電線共同溝工事に支障とな

る配水管について必要な予算を計上し、布設替えを進めて

まいります。

下水道事業につきましては、下水道施設の老朽化が進ん

でいることから、本年度は、管渠の不具合箇所を早期把握

するため、汚水管渠管路の点検調査を実施し、人口変動や

リゾートエリアの需要動向等も踏まえて、適切に機能を発

揮出来るよう、施設の維持管理に努めてまいります。また、
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山田第１中継ポンプ所につきましては、大型ホテル等の建

設により送水能力に限界がきていることから、増設に向け

た実施設計を行います。

下水終末処理場は、運転開始より33年経過し、各設備の

随時更新を行っておりますが、機器の老朽化が著しく、今

後もストックマネジメント計画により施設全体の管理を最

適化し、計画的な機器の更新を進めてまいります。

国が推進する下水道事業の地方公営企業化につきまして

は、経営の健全性の向上と経営基盤強化のため、令和６年

度からの法適用化に向け、引き続き準備を進めてまいりま

す。

（４）公共交通

市街地の交通空白地を埋める、まちなか循環バス『じゃ

がりん号』は、引き続き交通弱者の足として、町民が利用

しやすい運行体系となるように努めてまいります。

昨年度実施した「郊外デマンドバス実証運行」につきま

しては、引き続き、タクシーが不足する冬期間に絞って、

本運行を見据えた実証運行を行ってまいります。

郊外地域における公共交通、ニセコひらふ地区における

冬期の交通事情、新幹線新駅開業に伴うハブターミナル化

などにつきましては、いずれも複雑な交通課題を抱えてお

り、将来を見据えた交通体系の整備が必要となっておりま
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す。

本町が抱える様々な交通課題の解決や、将来にわたって

持続可能な公共交通網を構築するため、昨年度に実施した

「郊外デマンドバス実証運行」と倶知安観光協会が実施し

た「ひらふ無料循環バス」の結果を踏まえて地域公共交通

計画を策定します。

また、北海道新幹線札幌延伸に伴い、JR北海道から経営

分離される並行在来線の函館線長万部－小樽間の沿線９市

町と道が、長万部－余市間の鉄路廃止とバス転換を決めま

した。今後は、道と沿線自治体で並行在来線の廃止時期や

利用者の利便性確保を前提に、学校や病院などに直接行き

やすくなるなどバスの利点も生かせるようバスの運行ルー

ト確定に向けた具体的な協議を進めてまいります。

（５）防災

防災対策につきましては、台風や大雨による被害、地震

に伴う大規模停電に備え、計画的に食料、毛布などの備蓄

を進めてまいります。

避難所の環境整備につきましては、指定避難所及び福祉

避難所に指定されている施設のうち、Wi-Fi環境がない文化

福祉センター、保健福祉会館、くっちゃん保育所ぬくぬく

に、公衆無線LAN環境を整備するとともに、総合体育館トイ

レの洋式化及びシャワー室のバリアフリー化等の改修を進
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めてまいります。

災害による被害を軽減するためには、「自助」「共助」

及び「公助」が不可欠です。大規模な災害時において迅速

かつ的確に行動するためには、日頃からの防災訓練が欠か

せません。町内会単位での防災訓練等を通じて、防災に関

する正しい知識や適切な行動を習得できるよう努めてまい

ります。

消防関係では、災害対応特殊救急自動車を導入し、14年

経過している既存の救急車両及び積載品の更新をすること

により、住民の安全安心の確保に努めてまいります。

また、消防本部につきましては、浸水対策のため消防本

部指令センターを庁舎２階に移設するほか、高機能指令シ

ステムの更新を行い、災害対応の拠点施設としての整備を

行ってまいります。

（６）防犯・交通安全

防犯対策につきましては、街頭での犯罪を抑止し、犯罪

のない安全な社会の実現を目指すため、昨年度に引き続き、

計画的に防犯カメラを設置してまいります。

また、町内会等が管理する街路防犯灯につきましては、

電気料金に対する補助やLED街路防犯灯設置補助について、

引き続き実施することで、安全安心なまちづくりを進めて

まいります。
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交通安全対策につきましては、「第11次倶知安町交通安

全計画」に基づき、交通事故のない安全で安心して暮らす

ことができる社会を目指し、広く町民に交通安全思想の普

及と浸透を進めるとともに、交通指導員を配置しての街頭

指導、倶知安警察署、交通安全推進委員会、交通安全協会

など関係機関・団体と連携し、幼稚園・小学校等での交通

安全教室や旗波作戦（セーフティコール）など、交通安全

対策に努めてまいります。

２．くっちゃんで交流する幸せを感じる

○交流エリアとしての質を高める

（１）防犯・防災・山岳事故防止

リゾートエリアであるニセコひらふ地区の防犯対策につ

きましては、安全・安心なリゾート地を目指すため、防犯

カメラの設置、ニセコひらふ安全センターを設置するなど、

安心して滞在することができる環境づくりに引き続き取り

組んでまいります。

また、ニセコひらふ地区を中心とするリゾートエリアに

おいて進めている、住居表示制度導入につきましては、昨

年９月に住居表示を実施する区域及び当該区域の住居表示

の方式について、議決をいただきました。

本年度は、住民説明会や各関係機関との協議などを実施

し、令和４年10月の制度開始に向け、着実に準備を進め、
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来訪する観光客や滞在者を含めた安全・安心なリゾート地

の形成に努めてまいります。

（２）広域観光

ニセコエリアのブランド価値を高め、国際リゾート地と

しての競争力強化を図りつつ、withコロナ・アフターコロ

ナを考慮して、受入環境整備やマーケティング体制の強化

を進めます。

そのため、『ニセコ観光圏協議会』が実施する「マーケ

ティング調査」「観光客データ収集・分析およびAI観光案

内支援」「バス運行情報提供」や『ニセコアンヌプリ地区

なだれ事故防止対策協議会』が取り組むニセコルールの周

知啓発やなだれ情報提供体制の強化に対し、所要の予算を

確保いたしました。

また、ニセコ観光圏のプラットフォームであり、地域連

携DMOであるニセコプロモーションボードが、観光客に現地

情報を提供する取り組みの下支えも行い、広域の受入環境

整備について、民と官の連携を図りながら進めてまいりま

す。

○交流タウンとしての魅力を高める

（１）観光組織

令和２年度における本町の観光客入込数は、市町村別の
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統計を取り始めた昭和55年以降で最も少ない46万人となり、

コロナ前と比べて、３割以下の水準となっています。新型

コロナウイルス感染症の影響は長期化しており、withコロ

ナ・アフターコロナに対応した受入環境を整備しつつ、観

光客が少ない中でも、ひとりひとりの消費を活性化させる

取り組みが必要となっています。

地域DMOである倶知安観光協会では「旅先納税・e街ギフ

ト」や「ワーケーション環境の整備」など、観光地での消

費単価や満足度の向上に資する先進的な取り組みを行って

います。本町の観光の旗振り役である、地域DMOの取り組み

を下支えするとともに、すそ野の広い観光産業に関連した

様々な団体の意見も伺い、民と官の連携による、交流タウ

ンとしての魅力の向上を図ってまいります。

以上、令和４年度の町政執行に臨む、私の基本方針の一端を

述べさせていただきました。

議会議員の皆さま並びに町民の皆さまのご理解とご協力を賜

わりますよう心からお願い申し上げます。
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倶知安町民憲章

１．仕事を工夫し、力をあわせ豊かな町をつくりましょう

１．郷土を愛し、教養をたかめ、文化の町をつくりましょう

１．自然をいかし、環境をととのえ、美しい町をつくりましょう

１．きまりを守り、親切に助けあい、明るい町をつくりましょう

１．未来に希望をもち、若さにあふれた、伸びゆく町をつくりま

しょう


